


臨
時
会
・
定
例
会

2

十
一
月
臨
時
会

平
成
23
年  
鹿
島
市
議
会

　
　

  

11
月
臨
時
会
会
期
日
程

自
　
平
成
23
年
11
月
30
日

至
　
平
成
23
年
11
月
30
日

２
、日
程

十
二
月
定
例
会

平
成
23
年  

鹿
島
市
議
会

　
　

  

12
月
定
例
会
会
期
日
程

自
　
平
成
23
年
12
月
2
日

至
　
平
成
23
年
12
月
22
日

２
、日
程

1
、会
期

1
、会
期

市
長
提
出
議
案
等

議
　
　
案

議
　
　
案

○ … 賛成　　× … 反対　　退 … 退席　　欠 … 欠席　　※…監査委員のため審議に参加できない

議案第49号 鹿島市職員給与条例等の一部を改正する条例について

議案第41号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について

議案第42号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第43号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第44号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第45号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

議案第46号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第47号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について

議案第50号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第51号 鹿島市税条例等の一部を改正する条例について

議案第52号 鹿島市スポーツ振興審議会条例及び鹿島市特別職の職員で非常勤のものの報酬並びに費用弁償支給条例の一部を改正                   する条例について

議案第53号 鹿島市乳幼児及び児童の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について

議案第54号 平成２３年度鹿島市一般会計補正予算（第５号）について

議案第55号 平成２３年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

議案第56号 平成２３年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

議案第57号 平成２３年度鹿島市水道事業会計補正予算（第１号）について

議案第58号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

議案第59号 鹿島市自然の館の指定管理者の指定について

議案第60号 鹿島市固定資産評価審査委員会委員の選任について

諮問第 1号 人権擁護委員候補者の推薦について

諮問第 2号 人権擁護委員候補者の推薦について

意見書第6号 ＡＰＥＣでのＴＰＰ交渉参加表明に抗議する意見書

橋
川
　
宏
彰

松
尾
　
征
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橋
爪
　
　
敏

水
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喜
弘

福
井
　
　
正

徳
村
　
博
紀

光
武
　
　
学

松
本
　
末
治

松
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勝
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伊
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茂
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一
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竹
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勝
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雅
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一
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中
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裕
司
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○
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○

　

　賛成多数　

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成多数

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成多数

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

可　決

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

適　任

適　任

可　決

【
11
月
】

30
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・ 議
案
の一括
上
程

　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

　
　
・議
案
審
議

　
　
（
質
疑
、討
論
、採
決
）

　
　
・閉　

会

２
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・ 議
案
の一括
上
程　
　
　
　

　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
） 

3
日・休
会

4
日・休
会

5
日・休
会（
議
案
研
究
）

　
　
・発
言
内
容
通
告
締
切

6
日・休
会（
議
案
研
究
）

7
日・休
会（
議
案
研
究
）

8
日・委
員
長
報
告

　
　
・議
案
審
議・質
疑
、討
論
、採
決

9
日・議
案
審
議

　
　
・質
疑
、討
論
、採
決

10
日・休
会

11
日・休
会

12
日・休
会（
議
案
整
理
）

13
日・休
会（
議
案
整
理
）

14
日・休
会（
議
案
整
理
）

15
日・一
般
質
問
（
３
名
）

16
日・一
般
質
問
（
３
名
）

17
日・休
会

18
日・休
会

19
日・一
般
質
問
（
３
名
）

20
日・一
般
質
問
（
２
名
）

21
日・休
会（
議
案
整
理
）

22
日・議
案
審
議

　
　
・質
疑
、討
論
、採
決

　
　
・閉
会

報
告
第
９
号　

専
決
処
分

事
項
の
報
告
に
つい
て（
事
故

に
よ
る
損
害
の
賠
償
）

議
案
第
49
号　

鹿
島
市
職

員
給
与
条
例
等
の一部
を
改

正
す
る
条
例
に
つい
て

議
案
第
41
号　

平
成
２２
年
度

鹿
島
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つい
て

（1）（2）

（1）

【
12
月
】



3

臨
時
会
・
定
例
会

議
員
提
案
議
案
等

次のことを審議し決定しました
議案第49号 鹿島市職員給与条例等の一部を改正する条例について

議案第41号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について

議案第42号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第43号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第44号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第45号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

議案第46号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第47号 （継続審査議案）平成２２年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について

議案第50号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第51号 鹿島市税条例等の一部を改正する条例について

議案第52号 鹿島市スポーツ振興審議会条例及び鹿島市特別職の職員で非常勤のものの報酬並びに費用弁償支給条例の一部を改正                   する条例について

議案第53号 鹿島市乳幼児及び児童の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について

議案第54号 平成２３年度鹿島市一般会計補正予算（第５号）について

議案第55号 平成２３年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

議案第56号 平成２３年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

議案第57号 平成２３年度鹿島市水道事業会計補正予算（第１号）について

議案第58号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

議案第59号 鹿島市自然の館の指定管理者の指定について

議案第60号 鹿島市固定資産評価審査委員会委員の選任について

諮問第 1号 人権擁護委員候補者の推薦について

諮問第 2号 人権擁護委員候補者の推薦について

意見書第6号 ＡＰＥＣでのＴＰＰ交渉参加表明に抗議する意見書

【11月臨時会】

【12月定例会】

議
案
第
42
号　

平
成
２２
年
度

鹿
島
市
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つい
て

議
案
第
43
号　

平
成
２２
年
度

鹿
島
市
谷
田
工
場
団
地
造
成・

分
譲
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つい
て

議
案
第
44
号　

平
成
２２
年
度

鹿
島
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つい
て

議
案
第
45
号　

平
成
２２
年
度

鹿
島
市
老
人
保
健
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つい
て

議
案
第
46
号　

平
成
２２
年
度

鹿
島
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つい
て

議
案
第
47
号　

平
成
２２
年
度

鹿
島
市
給
与
管
理
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つい
て

議
案
第
50
号　

議
会
の
議
員

そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に

つい
て

議
案
第
51
号　

鹿
島
市
税
条

例
等
の一部
を
改
正
す
る
条
例

に
つい
て

議
案
第
52
号　

鹿
島
市
ス
ポ

ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例
及
び

鹿
島
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
並
び
に
費

用
弁
償
支
給
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
に
つい
て

議
案
第
53
号　

鹿
島
市
乳
幼

児
及
び
児
童
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
に
つい
て

議
案
第
54
号　

平
成
２３
年
度

鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）に
つい
て

議
案
第
55
号　

平
成
２３
年
度

鹿
島
市
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つい
て

議
案
第
56
号　

平
成
２３
年
度

鹿
島
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つい
て

議
案
第
57
号　

平
成
２３
年
度

鹿
島
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）に
つい
て

議
案
第
58
号　

辺
地
に
係
る

公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つい
て

議
案
第
59
号　

鹿
島
市
自
然

の
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つい
て

議
案
第
60
号　

鹿
島
市
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つい
て

諮
問
第
1
号　

人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
に
つい
て

諮
問
第
2
号　

人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
に
つい
て

報
告
第
10
号　

専
決
処
分
事

項
の
報
告
に
つい
て

意
見
書
第
6
号　
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明
に
抗

議
す
る
意
見
書

（2）（3）（4）（5）（6）（7）（8）（10）

（11）（12）（13）（14）（15）（16）（17）（18）（19）（20）（21）（1）

（9）



議
案
審
議

４

議
案
審
議

　
　
　
　

竹
下
　
勇 

議
員

質
問
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

補
助
金
は
、9
月
に
続
き
２

度
目
の
補
正
と
な
る
が
、事
業

費
が
な
く
な
っ
た
の
か
、ま
た
、

そ
の
経
済
効
果
に
つい
て
お
尋

ね
し
た
い
。

答
弁
　
予
算
全
額
の
受
付
が

終
了
し
、補
正
予
算
が
通
過

し
た
ら
、申
請
を
受
け
付
け

る
予
定
。受
注
関
係
は
、申
請

者
数
が
２
３
３
件
、請
負
業
者

数
68
社
、工
事
総
額
は
、３
億

１
、９
０
０
万
と
な
って
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

議
案
第
５
４
号

　
　
　
　

伊
東
　
茂 

議
員

質
問
　
Ｉ
Ｗ
Ｃ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン・

サ
ケ
受
賞
を
契
機
に
発
足
し

た
協
議
会
は
鹿
島
の
銘
酒
Ｐ

Ｒ
と
共
に
酒
蔵
め
ぐ
り
な
ど
、

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
期

待
が
か
か
る
。こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
観
光
客
誘
致
に
繋
が

る
事
業
展
開
を
進
め
て
欲
し

い
。今
後
の
観
光
戦
略
と
県
か

ら
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

答
弁
　
鹿
島
の
観
光
を
念
頭

に
本
市
に
代
表
さ
れ
る
祐
徳

稲
荷
神
社
や
来
年
開
催
さ
れ

る
伊
能
忠
敬
来
鹿
２
０
０
年

祭
。又
、地
元
の
観
光
資
源
と

の
連
携
を
含
め
今
後
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
か
検
討

す
る
。連
絡
協
議
会
に
は
毎

回
、県
観
光
課・流
通
課
も
参

加
し
協
力
体
制
に
あ
る
。

酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
発
足
に
つ
い
て

議
案
第
５
４
号

　
　
　
　

橋
川 

宏
彰 

議
員

質
問
　
鹿
島
市
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
事
業
で
箱
根
駅
伝
出

場
校
二
校
を
誘
致
さ
れ
る
が

サ
ガ
ン
鳥
栖
も
今
回
Ｊ
１
に

昇
格
し
機
運
が
盛
り
あ
が
っ

て
い
る
。市
に
も
県
一の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
あ
る
し
子
供
達
の
サ

ッ
カ
ー
人
口
は
多
い
。十
年
程

前
サ
ガ
ン
鳥
栖
は一週
間
程
鹿

島
で
練
習
し
た
事
も
あ
る
。

良
い
サ
ッ
カ
ー
場
だ
と
ほ
め
て

お
ら
れ
た
。誘
致
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
弁
　
具
体
的
な
考
え
は
持

っ
て
な
い
が
、良
い
施
設
を
持
っ

て
い
る
と
思
う
の
で
こ
れ
か
ら

も
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

鹿
島
市
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業
に
つ
い
て

議
案
第
５
４
号

　
　
　
　

稲
富 

雅
和 

議
員

質
問　

鹿
島
市
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
事
業
交
付
金
、今
後

の
計
画
は
。

答
弁　

今
交
渉
中
だ
が
、大

学
２
校
が
箱
根
駅
伝
が
終
わ

っ
て
か
ら
来
ら
れ
る
予
定
。市

か
ら
は
、20
人
以
上
、市
に
泊

ま
る
、５
泊
以
上
。大
学
か
ら

は
栄
養
管
理
が
一
番
で
、１
日

３
回
走
っ
た
後
に
入
浴
を
し
た

い
要
望
が
あ
る
。大
き
い
予
算

だ
が
こ
れ
に
見
合
う
成
果
を

出
す
た
め
に
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
計
画
し
て
い
き
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業
交
付
金
に
つ
い
て

議
案
第
５
４
号

　
　
　
　

中
村 

一
尭 

議
員

質
問
　
農
林
水
産
の
補
正
予

算
で
赤
潮
対
策
費
に
予
算
を

取
ら
れ
て
い
ま
す
が
、T
P
P

に
対
す
る
財
政
支
援
は
鹿
島

市
と
し
て
考
え
て
い
な
い
の

か
？
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
始
ま
る

前
か
ら
、影
響
を
受
け
る
産

業
に
対
し
て
、財
政
支
援
、ま

た
は
予
算
を
早
急
に
つ
け
て
ほ

し
い
。

答
弁
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
策
と
し

て
県
内
で
初
め
て「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対

策
連
絡
会
議
室
」を
鹿
島
市

に
設
置
し
た
。そ
の
会
議
の
中

で
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
情
報
収
集
や
関

税
撤
廃
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
産
業
に
対
し
て
の
対
策

を
考
え
て
い
く
。ま
た
、今
後

国
の
動
き
を
注
意
し
て
見
な

が
ら
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
財
政

支
援
も
お
願
い
し
て
い
く
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
支
援
に
つ
い
て

議
案
第
５
４
号

　
　
　
　

 

田 

一
美 

議
員

質
問
　
鹿
島
市
は
多
彩
な
自

然
を
は
じ
め
歴
史
的
文
化
的

観
光
資
源
を
豊
富
に
持
ち
な

が
ら
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な

い
。

 

「
鍋
島
大
吟
醸
」Ｉ
Ｗ
Ｃ
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
受
賞
を
契
機
に
都

市
圏
に
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、「
祝
受
賞
横
断
垂
れ

幕
」を
作
成
す
る
な
ど
、大
々

的
に
観
光
宣
伝
を
実
施
し
、

魅
力
あ
る
観
光
情
報
を
常
に

タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
観
光

元
年
に
す
べ
き
と
思
う
が
そ

の
考
え
は
な
い
の
か
。

答
弁
　
第
1
回
鹿
島
酒
蔵
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、三
月
二
十

四
日
、二
十
五
日
の
２
日
間
、肥

前
浜
宿
の「
花
と
酒
ま
つ
り
」

に
合
わ
せ
て
、酒
蔵
６
蔵
を
め

ぐ
る
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
お

り
、中
心
市
街
地
で
も「
発
酵

ま
つ
り
」「
街
な
か
博
物
館
事

業
」な
ど
も
同
時
開
催
し
た

い
。こ
の
時
期
は
桜
が
咲
き
誇

る
季
節
で
あ
り
、酒
蔵
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、鹿

島
市
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

鹿
島
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て

議
案
第
５
４
号



５

議
案
審
議

一
般
質
問

　
　
　
　

松
本 

末
治 

議
員

質
問
　
保
健
体
育
費
で「
母

ヶ
浦
運
動
広
場
フ
ェン
ス
修
繕

ほ
か
」と
あ
る
が
同
広
場
は
ド

ク
タ
ー
へ
リ
ポ
ー
ト
で
あ
り
施

設
整
備
の
範
囲
は
市
と
し
て

な
さ
れ
る
か
？
又
、鹿
島
市
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業
交
付

金
が
上
が
っ
て
い
る
が
競
技
場

の
照
明
及
び
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス

整
備
に
つい
て
問
う
。

答
弁
　
母
ヶ
浦
運
動
広
場
は

市
の
設
置
条
例
に
基
づ
き
必

要
と
す
る
管
理
整
備
を
行

う
。陸
上
競
技
場
整
備
の
ク
ロ

カ
ン
コ
ー
ス
は
整
備
中
で
あ
り

競
技
場
照
明
は
24
年
度
予
算

計
上
の
予
定
。

※
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業

が
継
続
さ
れ
地
元
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
育
成・地
域
振
興
へ
繋
が
る

様
に
。

平
成
23
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

議
案
第
５
４
号

　
　
　
　

水
頭 

喜
弘 

議
員

質
問
　
高
齢
社
会
が
進
ん
で

い
く
中
で
独
居
老
人
、身
障

者
の
方
々
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
が
困

難
な
方
へ
の
対
策
は
。

答
弁
　
市
内
に
結
構
数
が
あ

る
。行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

平
成
23
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
5
4
号

　
　
　
　

橋
爪
　
敏 

議
員

質
問
　
農
商
工
連
携
事
業

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、そ

の
内
容
と
鹿
島
市
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
弁
　
農
商
工
連
携
先
進
事

例
の
視
察
等
の
旅
費
を
計
上

し
て
い
る
。農
商
工
等
連
携
促

進
法
の
認
定
を
受
け
る
と
、補

助
や
融
資
等
の
支
援
策
が
あ

る
。全
国
で
四
三
四
件
、県
内

で
五
件
が
認
定
さ
れ
、市
内
で

は
認
定
に
向
け
て
の
動
き
が

あ
っ
て
い
る
。今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、地
元
に
は
ど
の

様
な
シ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
を
整

理
し
た
う
え
で
売
り
込
み
に

か
か
っ
て
い
く
、言
わ
ば
探
検

隊
と
し
て
出
か
け
て
い
き
種

を
も
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。又
、農
林
水
産

省
の
予
算
を
う
ま
く
活
用

し
、鹿
島
市
の
第
一
次
産
業

の
振
興
を
図
って
い
く
。

※
シ
ー
ズ（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
）　

顧
客
の
ニ
ー
ズ（
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
）

に
対
し
て
、企
業
が
新
し
く
開

発
、提
供
す
る
特
別
の
技
術
や

材
料
の
こ
と
。新
製
品
の
開
発

で
は
、ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
バ
ラ

ン
ス
が
重
要
と
な
る
。

農
商
工
連
携
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

議
案
第
5
4
号

※

　
　
　
　

橋
川 

宏
彰 

議
員

質
問
一　 

鹿
島
市
の
活
性
化
、

交
流
人
口
の
増
加
、自
主
財
源

確
保
の
為
に
も
誘
致
に
向
け

て
市
に
は
あ
る
程
度
主
導
し

て
も
ら
い
今
後
市
民
と
市
の
協

議
の
場
な
ど
を
設
置
し
検
討

が
必
要
だ
と
思
う
が
そ
の
様

な
考
え
は
。

答
弁
　 

市
に
は
パ
チ
ンコ
店
が

多
く
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
街
と
言
わ

れ
て
い
る
。又
、市
民
の
機
運
も

高
ま
っ
て
い
な
い
。街
自
体
も

そ
ん
な
に
寂
れ
て
い
な
い
。街
に

元
気
が
な
く
な
っ
た
時
に
考
え

る
。し
か
し
市
民
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
け
ば
協
力
す
る
事
に

は
惜
し
ま
な
い
。

質
問
二
　 

耕
作
放
棄
地
の
中

で
九
割
以
上
を
占
め
る
み
か

ん
園
等
の
対
策
は
、面
積
も
広

大
で
中
々
対
策
も
進
ま
な
い
の

が
実
態
で
は
。こ
の
際
広
葉
樹

の
植
林
な
ど
で
山
林
に
戻
す

事
も
施
策
と
し
て
必
要
で
は
。

又
、転
用
手
続
き
が
さ
れ
て
い

な
い
荒
廃
農
地
の
固
定
資
産

税
は
樹
園
地
や
田
、畑
と
し
て

の
課
税
な
の
か
、私
は
現
況
の

状
態
で
課
税
す
る
の
が
原
則

と
思
う
が
。

答
弁
　
現
在
で
は
転
用
の
手

続
き
は
特
定
な
場
合
を
除
き

困
難
で
あ
る
。県
と
も
相
談
を

し
て
み
る
。課
税
は
現
在
登
記

し
て
あ
る
地
目
で
課
税
を
し

て
い
る
。

簡
易
型
舟
券
売
り
場
の
誘
致
に
つ
い
て

「
オ
ラ
レ
」

荒
廃
地
対
策
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問

海童保育園、共生保育園の幼年消防クラブ



６６

一
般
質
問

　
　
　
　

福
井
　
正 

議
員

質
問
一　 

行
政
評
価
は
、平
成

13
年
頃
か
ら
、都
道
府
県
、市

町
村
で
始
ま
り
、22
年
度
現
在

46
都
道
府
県
、政
令
指
定
都

市
18
、市
町
村
８
６
８
団
体
が

取
り
組
ん
で
い
る
。行
政
評
価

の
役
割
は
、「
事
業
の
チ
ェッ
ク

と
見
直
し
」「
効
率
的
な
資
源

配
分
」「
客
観
的
情
報
、デ
ー
タ

に
基
づ
く
判
断
、選
択
、配
分

が
出
来
る
」「
結
果・プ
ロ
セ
ス

を
公
開
す
る
こ
と
で
行
政
に

対
す
る
信
頼
を
得
る
」「
職
員

の
意
識
改
革
が
出
来
る
」「
組

織
改
革
と
経
営
戦
略
策
定
が

出
来
る
」等
が
あ
る
が
、鹿
島

市
の
現
在
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　 

総
合
計
画
の
主
要
事

務
事
業
評
価
表
を
事
業
ご
と

に
毎
年
作
成
し
、達
成
度
と
進

捗
状
況
を
把
握・検
証
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

質
問
二　

３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
で
の
部
品
不
足
に

よ
る
生
産
停
滞
や
円
高
に
よ

る
業
績
不
振
の
影
響
で
千
葉

県
茂
原
市
や
北
九
州
市
で
、大

企
業
の
工
場
が
撤
退
し
て
い
る

状
況
が
あ
る
。鹿
島
の
輸
出
割

合
が
多
い
企
業
も
苦
し
ん
で
お

ら
れ
る
状
況
が
あ
る
。

　

鹿
島
市
と
し
て
、こ
れ
ら
の

企
業
に
対
し
、な
ん
ら
か
の
支

援
が
出
来
な
い
か
。た
と
え
ば

技
術
向
上
の
研
修
への
助
成
な

ど
。

答
弁　

現
在
商
工
会
議
所
を

通
じ
て
溶
接
等
の
研
修
会
に

計
60
万
円
の
研
修
助
成
を
行

って
い
る
。

「
不
登
校
児
へ
の
適
切
な
ケ
ア
と

　
　
　
　
　
未
然
防
止
策
」
に
つ
い
て

　
　
　
　

伊
東
　
茂 

議
員

質
問
一
　 

義
務
教
育
の
期
間

に
基
礎
的
理
解
力
や
公
正
な

判
断
力
を
養
い
心
身
共
に
健

や
か
に
有
意
義
に
す
ご
し
て
欲

し
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。し
か

し
、自
分
の
意
思
で
登
校
出
来

な
い
子
供
と
親
へ
の
配
慮
や
心

理
相
談
は
十
分
な
の
か
。進
学

時
な
ど
環
境
が
変
わ
る
時
期

に
増
え
る
不
登
校
児
を
防
ぐ

た
め
の
小
中
学
校
へ
の
指
導
は

行
な
わ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
　 

学
校
と
家
庭
が
連
携

し
教
育
相
談
や
家
庭
訪
問
、学

習
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。心

理
相
談
員
や
学
習
指
導
員
を

増
員
し
小
中
学
校
に
配
置
し

て
い
る
。保
護
者
への
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
親
の
会
を
設
置

し
相
談
を
受
け
て
い
る
。小
中

連
絡
会
議
で
防
止
対
策
の
強

化
を
図
って
い
る
。

質
問
二
　 

秋
口
出
荷
さ
れ
た

早
生
み
か
ん
の（
日
焼
け
）被

害
は
７
０
０
ｔ
以
上
、秋
芽
の

り
の（
赤
腐
れ
病
）被
害
拡
大

は
深
刻
で
例
年
の
３
〜
４
割
程

度
の
販
売
額
で
あ
る
。本
市
の

支
援
策
と
一
次
産
業
へ
の
農

業
労
働
力
支
援
、浜
川
河
口
の

堆
積
し
た
中
洲
除
去
の
漁
場

環
境
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　 

現
時
点
で
は
果
樹
共

済
、漁
業
共
済
で
の
補
填
と
な

る
。本
市
独
自
の
支
援
は
状
況

を
見
極
め
今
後
検
討
を
行
な

う
。地
域
人
材
育
成
事
業
、鹿

島
ア
グ
リ
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
好

評
で
あ
り
来
年
も
継
続
す

る
。浜
川
河
口
の
中
洲
除
去
は

県
の
調
査
が
行
な
わ
れ
協
議

中
で
あ
る
。

七
億
円
の
経
済
効
果
に
つ
い
て

一
次
産
業
の
厳
し
い

現
状
へ
の
支
援
に
つ
い
て

産
業
活
性
化
へ
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

災
害
後
の
受
入
れ
態
勢
を

　
　
　
　

松
尾 

征
子 

議
員

質
問
一　  

全
県
に
先
駆
け
取

り
組
ん
だ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
。大
き
な
成
果
を

生
ん
だ
と
思
う
。事
業
の
結

果
を
ど
の
様
に
評
価
し
て
い

る
の
か
。

答
弁
　 

14
日
ま
で
に
３
２
５

件
。総
工
事
費
で
四
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
効
果
は
11
月

10
日
ま
で
２
３
３
件
。あ
ら

ゆ
る
業
種
に
わ
た
っ
て
い
る
。

市
民
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
、下
水

道
接
続
、浄
化
槽
や
太
陽
光

発
電
設
置
、畳
替
え
等
一
般

リ
フ
ォ
ー
ム
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。当
初
の
目
的
で
住

宅
性
能
の
向
上
、経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
思

う
。
県
が
示
す
経
済
効
果

１・
74
倍
か
ら
見
れ
ば
、工
事

総
額
四
億
円
は
七
億
円
の

経
済
効
果
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

質
問
二
　
火
災
等
災
害
発

生
後
、被
災
者
の
行
く
場
所

が
な
い
。
市
は
被
災
者
が
一

時
生
活
出
来
る
所
を
準
備

す
べ
き
だ
。
市
営
住
宅
の
一

室
を
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

西
峰
団
地
に
は
県
の
職
員

住
宅
が
永
い
間
放
置
さ
れ
て

い
る
。「
空
い
て
い
る
の
に
借

り
ら
れ
な
い
の
」と
い
う
声

も
あ
る
。県
へ
要
求
し
て
利

用
出
来
る
よ
う
に
。

答
弁
　 

被
災
者
の
受
入
れ

に
つ
い
て
県
と
協
議
し
た
わ

け
で
は
な
い
が
、県
と
総
務

課
、ま
ち
な
み
建
設
課
と
そ

の
よ
う
な
事
が
可
能
か
ど

う
か
協
議
し
て
み
た
い
。

行
政
評
価
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

平成24年鹿島市成人式



７

一
般
質
問

　
　
　
　

勝
屋 

弘
貞 

議
員

質
問
一
　 

介
護
保
険
制
度
の

改
正
内
容
と
取
組
み
状
況
は

ど
の
よ
う
に
なって
い
る
の
か
。

答
弁　

 

今
年
度
見
直
し
の
年

で
来
年
度
よ
り
新
し
い
制
度

と
な
る
。生
活
上
の
安
全・安

心
・
健
康
の
確
保
の
た
め
、医

療・介
護・予
防・福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
、生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

日
常
生
活
圏
域
で
提
供
で
き

る
よ
う
な
体
制
作
り
を
進
め

る
。在
宅
介
護
と
施
設
介
護

を
組
み
合
わ
せ
、地
域
で
の
見

守
り
や
配
食
、介
護
予
防
等
が

重
点
と
な
る
。国
の
指
示
の
具

体
的
な
部
分
が
解
って
か
ら
準

備
期
間
を
経
て
25
年
度
以
降

に
取
り
組
む
事
と
なって
い
る
。

　

現
在
は
、要
介
護
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
事
が
必
要
経

費
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る

と
の
考
え
か
ら
、介
護
を
予
防

す
る
事
業
と
し
て
、健
康
づ
く

り
や
生
き
が
い
対
策
等
を
行
な

って
い
る
。

質
問
二　

鹿
島
市
暴
力
団
排

除
条
例
制
定
に
つい
て
の
考
え

方
は
。

答
弁　

 

県
の
暴
力
団
排
除
条

例
が
、24
年
1
月
に
施
行
さ
れ

る
が
、警
察
に
よ
る
各
市
町
に

対
す
る
条
例
制
定
の
説
明
会

で
、条
例
制
定
に
向
け
県
下
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
あ

っ
た
。安
心
安
全
で
生
活
で
き

る
と
い
う
事
は
、市
民
の
最
大

の
関
心
事
項
。執
行
部・議
員

含
め
、市
の
生
活
す
べ
て
に
責

任
の
あ
る
も
の
が
必
要
な
措

置
を
と
る
事
は
当
然
。県
内

市
町
足
並
み
を
揃
え
る
べ
き

と
い
う
共
通
認
識
で
、モ
デ
ル

案
を
参
考
に
、3
月
議
会
上

程
に
向
け
て
準
備
中
で
あ
る
。

道
を
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
資
源
に

鹿
島
市
暴
力
団
排
除

条
例
制
定
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　

稲
富 

雅
和 
議
員

質
問
一　 

新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、九
州
大
学
と
の
共

同
研
究
を
立
ち
上
げ
ら
れ

た
わ
け
で
す
が
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
事
業
な
の
か
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁　

電
気
牧
柵
や
ワ
イ
ヤ

ー
メ
ッ
シ
ュ
を
使
っ
た
防
御
方

法
や
耕
作
放
棄
地
を
解
消

す
る
対
策
な
ど
総
合
的
な

研
究
、赤
外
線
カ
メ
ラ
や
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
イ
ノ

シ
シ
の
行
動
の
様
子
を
観
察

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。そ

し
て
、イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
て

Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
イ
ノ
シ
シ
に

設
置
し
て
生
態
を
研
究
す
る

な
ど
の
計
画
が
あ
る
。

質
問
二　

情
報
誌
の
中
に
観

光
庁
が
近
年
の
ラ
ン
ニ
ン
グ・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ブ
ー
ム
を
観

光
需
要
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

歩
い
て
楽
し
い
、走
っ
て
気
持

ち
い
い
、自
転
車
に
乗
っ
て
心

地
よ
い
道
に
名
前
を
付
け
て

応
募
す
る
と
い
う
記
事
が

あ
っ
て
、鹿
島
も
応
募
が
必

要
だ
が
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
提
案

し
た
い
。

答
弁　

祐
徳
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

や
ク
ロ
カ
ン
フ
ェ
ス
タ
な
ど
大

会
に
加
え
て
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
有
効
に
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
も
環
境
省
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
周
知
を
し
て
、市

を
あ
げ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
繋
げ
た
い
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

結
婚
・
婚
活
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
　

中
村 

一
尭 

議
員

質
問
一
　 

鹿
島
市
で
は
30
〜

34
歳
の
男
性
の
未
婚
率
は
41・

７
％
、女
性
で
は
34・７
％
。男

性
で
は
10
人
に
4
人
が
結
婚

し
て
い
な
い
状
況
、同
じ
く
女

性
で
は
3
人
に
1
人
が
未
婚

で
す
。20
年
前
に
比
べ
る
と
、未

婚
率
が
急
激
に
増
加
し
て
い

ま
す
。こ
の
ま
ま
未
婚
率
が
上

昇
し
て
い
く
と
、人
口
減
少
が

進
み
、経
済
活
動
が
益
々
減
速

し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、市
民
の

皆
さ
ん
と
お
話
を
し
て
い
る
と

「
孫
の
顔
を
早
く
見
た
か
ぁ

〜
。」と
い
う
切
な
い
声
を
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

よ
く
耳
に
し
ま
す
。伊
万
里
市

や
武
雄
市
と
同
じ
よ
う
に
、鹿

島
市
で
も
結
婚
支
援
課
を
作

れ
な
い
か
。

答
弁
　
他
の
街
の
結
婚
支
援

課
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、費

用
に
対
す
る
効
果
が
あ
ま
り

見
え
な
い
。
鹿
島
市
で
は
、ま

ず
市
内
の
結
婚
支
援
グ
ル
ー
プ

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

現
在
の
時
点
で
は
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。

質
問
二　

鹿
島
市
の
予
算
は

年
間
約
１
３
０
億
円
。今
後
、

ど
の
よ
う
に
し
て
歳
入
を
増

加
し
て
、歳
出
を
削
減
す
る
の

か
？
ま
た
、予
算
の
大
部
分
を

占
め
る
民
生
費・衛
生
費
を
抑

え
る
に
は
ど
う
す
る
の
か
？

答
弁　

歳
入
を
増
や
す
た
め

に
、定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
、

税
の
徴
収
率
を
上
げ
て
い
く
。

歳
出
を
削
減
す
る
た
め
に
、職

員
数
の
定
数
を
２
２
５
人
ま
で

削
減
し
人
件
費
を
下
げ
て
い

く
。ま
た
、経
常
経
費
の
伸
び

率
が
ゼ
ロ
な
の
で
歳
出
は
削
減

で
き
る
。民
生
費・衛
生
費
を

下
げ
る
た
め
に
は
、市
民
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

鹿
島
市
の
財
政
に
つ
い
て



一
般
質
問

８

　
　
　
　

　
田  

一
美 

議
員

質
問
一
　
鹿
島
駅
周
辺
整
備

と
中
心
市
街
地
再
開
発
に
つい

て
、ま
ち
な
か
懇
話
会
で
議
論

さ
れ
て
い
る
が
、今
後
の
取
り

組
み
方
針
と
来
年
度
予
算
への

反
映
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答
弁　

肥
前
鹿
島
駅
は
、本

市
の「
玄
関
口
」で
あ
り
、「
顔
」

で
も
あ
る
た
め
、今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
い
て
も
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。平
成
二
十
七
年
度

ま
で
に
肥
前
鹿
島
駅
及
び
駅

前
周
辺
整
備
に
一
定
の
目
途

を
付
け
た
い
。4
段
階
に
分

け
、具
体
的
事
業
内
容
と
目

標
年
度
を
定
め
、事
業
に
着
手

し
た
い
。駅
舎
改
築
に
つい
て
は

J
R
九
州
と
十一月
か
ら
協
議

を
開
始
し
て
い
る
が
、駅
舎
の

規
模
に
つい
て
鹿
島
市
か
ら
示

す
必
要
が
あ
り
、ま
ち
な
か
懇

話
会
等
で
意
見
を
集
約
し
、本

年
度
内
に
規
模
を
決
定
し
、ト

イ
レ
改
修
事
業
は
で
き
れ
ば

平
成
二
十
四
年
度
で
先
行
し

て
で
も
実
施
し
た
い
。

質
問
二　

早
稲
田
大
学
建
築

学
科
入
江
研
究
室
で
は
、鹿
島

市
の
町
並
み
再
生
を
研
究
し
、

鹿
島
の
再
生
プ
ラ
ン
を
提
言
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、入
江
研

究
室
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ

て
い
る
。こ
れ
を
契
機
に
官
民一

体
と
な
っ
た
早
稲
田
大
学
付

属
研
究
所「
ま
ち
づ
く
り
研

究
所
」等
の
誘
致
が
で
き
な
い

の
か
。

答
弁　

数
回
に
わ
た
り
入
江

教
授
自
身
の
来
訪
や
、学
生
の

調
査
派
遣
な
ど
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
も
らって
い
る
。鹿
島

の
研
究
室
で
学
ん
だ
こ
と
が
、

授
業
の一環
と
し
て
単
位
修
得

が
で
き
る
よ
う
な
実
態
の
あ
る

研
究
所
の
誘
致
を
来
年
度
中

に
は
目
途
を
つ
け
た
い
。本
年

度
内
に「
設
立
準
備
室
」を
設

置
し
た
い
。

早
稲
田
大
学
付
属
研
究
所

の
誘
致
に
つ
い
て

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
　
　

水
頭 

喜
弘 

議
員

質
問
一
　
平
時
に
お
い
て
災
害

を
想
定
し
た
万
全
の
体
制
を

整
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。地
域
防
災

計
画
に
つ
い
て
は
県
の
方
で
も

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、本
市
の
見
直
し
作
業
の
進

捗
状
況
は
。

答
弁　

来
年
2
月
に
防
災
会

議
に
お
い
て
計
画
の
修
正
版
が

ま
と
ま
る
計
画
に
な
っ
て
い
る

の
で
県
の
見
直
し
に
合
わ
せ

て
、整
合
性
を
取
り
な
が
ら
県

の
修
正
に
従
い
作
業
を
進
め
て

防
災
会
議
に
諮
る
と
共
に
、

議
会
に
も
報
告
す
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
進
め
た
い
。

質
問
二　

介
護
予
防
の
た
め

に
市
町
村
が
行
う「
地
域
支

援
事
業
」の一環
と
し
て
、介
護

支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

た
高
齢
者
に
対
し
換
金
で
き

る
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
る
制
度
で

社
会
参
加
を
促
し
介
護
予
防

に
つ
な
が
る
と
さ
れ
る
が
導
入

の
考
え
は
。

答
弁　

地
域
貢
献
を
行
い
な

が
ら
、自
ら
も
健
康
増
進
、介

護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、あ
わ
せ
て
介
護
保
険
料

の
増
加
抑
制
の
効
果
を
期
待

す
る
事
業
で
、高
齢
化
社
会
が

進
展
す
る
中
で
、介
護
支
援
関

連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実
は
、

地
域
で
の
見
守
り
を
重
視
す

る
こ
と
と
な
り
地
域
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
機
運
を
高
め

る
も
の
で
、今
後
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　

松
尾 

勝
利 

議
員

質
問
一
　
佐
賀
県
と
長
崎
県

で
は
開
門
調
査
の
認
識
が
違

う
。国
は
両
方
に
配
慮
し
て

か
、影
響
が
一
番
少
な
い
制
限

開
門
の
方
法
で
や
ろ
う
と
し
て

い
る
。こ
れ
で
は
本
当
の
有
明

海
再
生
の
方
策
が
見
い
だ
せ
な

い
と
思
う
。市
長
の
見
解
は
。

答
弁
　
市
と
し
て
は
、開
門
の

方
法
に
つい
て
独
自
の
提
言
を

行
な
っ
て
き
た
が
、何
も
取
り

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。大
臣
へ

も
、鹿
島
市
の
漁
業
へ
の
影
響

や
鹿
島
市
と
諫
早
市
の
関
係
、

一次
産
業
と
し
て
の
重
要
性
な

ど
進
言
し
て
き
た
。今
後
も
言

う
べ
き
こ
と
は
、き
ち
ん
と
言
っ

て
ゆ
く
。

質
問
二　

こ
こ
１
、2
年
、０

歳
児
の
保
育
所
入
所
人
員
が

増
え
て
い
る
。少
子
化
の
中
で

ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
の

か
。又
、鹿
島
市
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
対
応
は
ど
う
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

核
家
族
化
が
進
み
、

子
供
の
面
倒
を
み
る
人
が
い
な

い
、安
定
的
な
収
入
を
得
る
た

め
、仕
事
を
休
め
な
い
な
ど
の

状
況
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
相
談

さ
れ
る
件
数
も
増
え
て
お
り
、

各
個
人
ご
と
に
相
談
を
受
け

て
い
る
。又
保
護
者
同
士
の
交

流
の
場
を
提
供
し
、子
育
て
の

不
安
や
仲
間
づ
く
り
の
支
援

を
行
な
う
、つ
ど
い
の
広
場
事

業
に
新
た
に
取
り
組
む
。

子
育
て
対
策
に
つ
い
て

鹿
島
駅
周
辺
整
備
と

　
　
　
　
中
心
市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て

国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
開
門
調
査
の

　
　
　
実
施
に
向
け
た
動
き
に
つ
い
て
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議
案
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1
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議
案
第
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1
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成
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松
尾 

征
子 

議
員

伊
東
　
茂 

議
員

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

市
民
を
犠
牲
に
し
て
三
億

三
四
三
九
万
七
八
六
円
の
黒

字
。年
度
内
に
組
ま
れ
た
予

算
は
年
度
内
に
消
化
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

　

市
民
の
く
ら
し
は
一
次
産

業
は
も
ち
ろ
ん
商
店
街
を
は

じ
め
落
ち
込
み
が
き
び
し
い
。

市
単
独
で
の
雇
用
な
ど
も
要

求
し
て
来
た
が
受
け
入
れ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
。県
の
雇
用

対
策
は
短
期
間
と
い
え
ど
も一

億
六
四
〇
〇
万
円
で
2
4
9

名
の
雇
用
が
出
来
て
い
る
。

　

公
園
清
掃
、農
家
の
手
伝
い

等
雇
用
出
来
た
の
で
は
。樋
口

市
長
初
め
て
の
取
り
組
み
で

大
き
な
期
待
が
あ
っ
た
が
期

待
が
は
ず
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

　

改
善
さ
れ
な
い
同
和
事
業
。

五
世
帯
六
人
の
全
日
本
同
和

会
へ二一五
万
八
三
〇
八
円
、部

落
解
放
同
盟
二
世
帯
三
人
に

一
九
九
万
九
八
三
七
円
と
そ
れ

ぞ
れ
に
団
体
補
助
金
が
支
出

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
二
つ
の
団
体
の
活
動

は
す
べ
て
市
費
丸
が
か
え
。ゆ

る
せ
る
も
の
で
は
な
い
。す
で

に
国
は
特
別
措
置
法
は
失
効

し
て
い
る
。

　

未
だ
に
差
別
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
が
、差
別
が
あ
る
と
す

れ
ば
そ
れ
を
な
く
す
た
め
に
、

今
の
や
り
方
を
止
め
、市
民
的

な
共
同
に
よ
り
、市
民
の
理
解

の
も
と
に
し
か
取
り
組
み
の

前
進
は
な
い
と
思
う
。鹿
島
市

に
お
い
て
こ
の
問
題
が
改
善
さ

れ
な
い
か
ぎ
り
こ
の
不
公
平
な

予
算
運
用
に
は
賛
成
で
き
な

い
。

　

樋
口
市
政
初
年
度
の
決
算

審
査
で
あ
り
市
民
の
関
心
の

高
い
中
、審
議
が
行
な
わ
れ
た
。

　

予
算
額
に
対
す
る
執
行
率

は
歳
入
99・４
％
、歳
出
96・３

％
、歳
入
歳
出
差
引
額
4
億

１
千
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
る
。

　

市
内
経
済
状
況
の
厳
し
さ

か
ら
自
主
財
源
、市
税
の
減
少

と
な
り
手
放
し
で
は
喜
べ
な

い
が
行
財
政
改
革
の
推
進
に

よ
る
歳
出
削
減
が
現
れ
て
い

る
。
　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活

用
し
地
域
、市
民
か
ら
の
要
望

を
取
り
入
れ
、き
め
細
か
な
事

業
展
開
は
市
民
目
線
に
立
ち

執
行
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
震
災
地
へ
の
支
援

配
分
を
含
め
地
方
交
付
税
の

削
減
が
予
想
さ
れ
更
な
る
行

政
手
腕
が
求
め
ら
れ
る
。

　

主
要
財
政
指
標
の
数
値
も

改
善
方
向
の
中
、雇
用
問
題・

観
光
戦
略・6
次
産
業
の
実
現

と
第
5
次
総
合
計
画
の
着
実

な
進
展
、「
み
ん
な
が
住
み
や

す
く
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」を

目
指
す
都
市
像
と
共
に
活
気

あ
る
鹿
島
の
実
現
に
期
待
を

寄
せ
決
算
認
定
賛
成
と
す
る
。

鹿
島
市
第
5
次
総
合
計
画
の

推
進
に
つ
い
て
鹿
島
市
資
源
の

活
用
方
策

一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
　
　
　

松
本 

末
治 
議
員

質
問
一　 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
鹿
島
の
特

産
品
づ
く
り
。去
る
11
月
11
日

政
府
は
、日
本
列
島
大
震
災
と

も
言
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

決
定
を
し
た
。今
後
の
被
害
は

計
り
知
れ
な
い
。そ
こ
で
農
林

水
産
課
と
し
て
、よ
り「
安
全・

安
心
」な
物
は「
有
機
農
産

物
」。将
来
に
渉
っ
て
持
続
可

能
な
農
業
を
展
開
し
て
い
く

た
め
、石
油・化
学
肥
料・農
薬

な
ど
で
き
る
だ
け
頼
ら
な
い
環

境
保
全
型・省
資
源
型
農
業
へ

の
取
組
で
、「
鹿
島
の
特
産
品
」

づ
く
り
の
考
え
は
？

答
弁　

安
全
使
用
基
準
を
厳

守
し
、食
に
軸
足
を
置
い
た
取

組
で
、魅
力
あ
る
農
業
生
産
物

を
つ
く
る
為
、有
機
栽
培
も
一

つ
の
方
策
と
し
て
今
後
推
進

が
必
要
と
考
え
る
。

質
問
二　

多
良
岳
広
域
農
道

が
完
成
し
、「
多
良
岳
オ
レ
ン
ジ

海
道
」と
名
称
が
決
定
し「
オ

レ
ン
ジ
海
道
を
活
か
す
会
」

が
、Ｊ
A・太
良
町・鹿
島
市
で

組
織
さ
れ
た
。こ
の
会
の
目
的

に
荒
廃
農
地
解
消
対
策
も
大

き
な
課
題（
イ
ノ
シ
シ
対
策
）

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
こ
で
こ

の
会
を
一
つ
の「
荒
廃
農
地
有

効
活
用
対
策
室
」と
し
て
、繁

殖
牛
の
放
牧
を
数
十
頭
年
次

計
画
を
立
て
荒
廃
農
地
復
元

対
策
の
先
進
地
域
に
な
る
取

組
が
出
来
な
い
か
。

答
弁　

目
的
は
何
を
や
る
の

か
で
あ
る
。「
誰
が
いつ
ま
で
何

を
や
る
」か
で
あ
り
、市
と
Ｊ

A・普
及
セ
ン
タ
ー
連
携
の
連

絡
協
議
会
は
で
き
て
い
る
。だ

れ
が
や
る
か
で
あ
る
。

議
案
第
4
４
号

反
対
討
論

　

所
得
２
０
０
万
円
以
下
の

世
帯（
国
保
加
入
世
帯
）が
76

％
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

国
保
税
が
あ
ま
り
に
も
高
い
。

　

低
所
得
者
層
に
は
幾
重
に

も
軽
減
措
置
が
あ
る
。そ
の
部

分
に
納
め
ら
れ
な
い
世
帯
が
多

い
事
も
問
題
。22
年
度
一
億
六

五
四
〇
万
円
の
黒
字
を
出
し

て
い
る
。こ
の
黒
字
は
3
年
間

に
わ
た
り
値
上
げ
に
取
り
組

ん
だ
結
果
で
、市
民
の
苦
し
い

犠
牲
の
上
の
結
果
だ
。四
七
五

一
世
帯
の
加
入
。一
世
帯
一
万
円

引
き
下
げ
で
四
七
五
一
万
円
。

五
千
円
の
引
き
下
げ
で
二
千

四
百
万
円
も
あ
れ
ば
引
き
下

げ
が
出
来
た
。

　

滞
納
者
に
は
資
格
証
明
書

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。病
院
へ

行
っ
て
も
１
０
０
％
の
医
療
費

の
支
払
い
。税
が
払
え
な
い
の

に
医
療
費
の
支
払
い
は
無
理
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
、資
格
証

明
書
の
発
行
を
止
め
る
こ
と
を

望
ん
で
反
対
す
る
も
の
で
す
。

松
尾 

征
子 

議
員

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

黒
字
は
税
の
引
き
下
げ
へ
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会
報
告
会

議
案
第
4
６
号
　
反
対
討
論

　
75
歳
以
上
と
65
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の一
定
の
障
害
の
あ
る

人
が
対
象
に
始
ま
っ
た
制
度
。

　
寝
た
き
り
で
あ
ろ
う
が
、収

入
の
な
い
人
も
含
め
て
75
歳
以

上
の
す
べ
て
の
人
か
ら
保
険
料

が
徴
収
さ
れ
る
。子
供
な
ど
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
族
の
扶
養
で

直
接
保
険
料
を
払
って
い
な
か

っ
た
人
か
ら
も
月
額
一
万
五
千

円
の
人
は
強
制
的
に
天
引
き
。

そ
れ
以
外
は
直
接
払
い
。さ
ら

に
は
保
険
が
き
く
医
療
費
も

制
限
さ
れ
る
高
齢
者
差
別
の

制
度
。市
民
の
不
満
は
大
き

い
。

　
民
主
政
権
は
野
党
時
代
に

は
廃
案
を
求
め
、政
権
に
つ
い

た
直
後
ま
で
は
廃
案
に
す
る

と
いって
い
た
が
ま
っ
た
く
手
が

つい
て
い
な
い
。私
は
導
入
前
か

ら
導
入
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
と
訴

え
続
け
て
お
り
ま
す
し
、国
へ

も
廃
案
に
す
る
よ
う
に
要
請

も
続
け
て
お
り
ま
す
。国
の
制

度
と
は
い
え
高
齢
者
を
差
別

し
、医
療
も
充
分
受
け
ら
れ
な

い
様
な
制
度
は
は
や
く
廃
案
に

す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
で
反
対

を
す
る
も
の
で
す
。

松
尾 

征
子 

議
員

　平成23年11月11日午後7時よりエイブルホールにおいて、23年度議会報告会を
開催いたしました。
　今回の議会報告会は、議会議員改選後初めての報告会の為、議員全員が参加し、
１か所で開催しました。会場には、神奈川県綾瀬市議会議員をはじめ、諫早市議
会議員、太良町議会議員、神埼市議会議員や市民約１５０名に参加いただきまし
た。
　今回の報告会は、報告会と、佐賀県最高情報統括監森本登志男氏によるまちづ
くり講演会の2部構成で開催しました。議会活動、特に委員会活動の紹介の後、会
場からの質問やご意見を多数いただきました。今後の議会活動の参考にさせてい
ただきます。
　平成24年度は市内各地区で開催し、きめ細かく市民の皆様方のご意見をお伺い
する報告会、また8月には、市議会議場を使った子供議会を予定しております。

鹿島市議会　議会報告会

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

決算審査特別委員会による現地調査
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行政視察報告 平成23年
10月3日～5日

入江教授の新町路地裏の説明と委員

元気君2号水車　最大発電19Kw/h

パルタウンでの太陽光発電

総務建設環境委員会

●10月3日　早稲田大学入江教室
　浜伝統的建造物群と新町商店街への路地を使った、観光

客誘致と商店街活性化について勉強しました。

　早稲田大学入江教室　早稲田大学理工学術院教授入江

正之氏は、スペインのサグラダ・ファミリア等の建築で有名な

アントニ・ガウディを研究されており、カタロニア地方の伝統

文化、建造物の研究もされています。また、浜伝統的建造物

群の研究をしていただき、新たな提言もなされています。

　研究室には入江教授の奥様や大学院生等10数名の方々

が、鹿島について研究されておられ、入江研究室とともに鹿

島の将来を構築できるとの思いを持ちました。

●10月4日　山梨県都留市　小水力発電の取り組み
　都留市は山梨県東部に位置し、山々に囲まれた、自然豊か

な地であります。

　平成15年「都留市地域新エネルギービジョン」を策定さ

れ、太陽光発電、マイクロ水力発電、燃料電池等に取り組ま

れています。

　都留市の市制施行50周年事業として、家中川を利用し、市

役所に電力供給する木製下掛け水車方式の小水力発電所

に市民参加型で実施することになったとの説明を受けまし

た。鹿島市でも水路等使った発電への参考となりました。

●10月5日　群馬県太田市　太陽光発電への取り組み
　～電力の地産地消を目指して～
　群馬県太田市は、群馬県東部にあります。太田市議会の白

石さと子議長の挨拶の後、太陽光発電についての研修を行

いました。

　太田市はパルタウンでの太陽光発電設置型ニュータウン

建設やメガソーラー発電の取り組みなど、自然エネルギーを

使った発電の取り組みをされています。

委員長　　福井　　正
副委員長　光武　　学
委　員　　中村　一尭
　　　　　稲富　雅和
　　　　　勝屋　弘貞
　　　　　徳村　博紀
　　　　　橋爪　　敏
　　　　　橋川　宏彰
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行政視察報告 平成23年
10月5日～7日

視察地　神奈川県綾瀬市議会　　　産業振興マスタープラン
　　　　東京都大田区大田市場　　地場産品の市場状況
　　　　長野県伊那市議会　　　　地域福祉計画
　　　　長野県下伊那郡　　　　　社会福祉法人アンサンブル会

文教厚生産業委員会

●綾瀬市議会（農商工連携の産業振興）
　神奈川県中部に位置し厚木基地と高度な技術を備える工業が基幹産業の街である。

　平成13年制定の総合計画の後期計画として農商工、各分野の大学教授、関係者、行政、市民を交え各

分野の特色を活かす連携型マスタープランを平成23年策定。地域ブランド創出・連携したイベント開催・

販売ネットワークなど産業交流都市を目指している。農地の保全と食をテーマとした未来の都市農業、ア

グリパーク構想は本市も参考にしたい。

●東京都中央卸売市場（地場産品市場調査）
　早朝の活気あるセリを見学後、地場産青果物の近年

に於ける出荷量、販売額等の推移状況と仲買人による

消費者が求めるみかん、イチゴの技術向上、イベント会

場でのＰＲ活動や販売促進事業の指導を受ける。

●伊那市議会（障がい者プラン）
　「皆で支えあい障がい者が主体的に自己表現の出来

る地域社会を目指す」ことを基本理念に５ヶ年計画で地

域福祉計画、障がい者プランを策定。環境の充実・就労、

相談支援体制の充実・社会参加を促進する。各項目に目標値を定め早期実現を目指している。

●社会福祉法人アンサンブル（障がい者自立支援施設）
　中央アルプスの山裾の自然豊かな環境の下、「町の中で生き、仲間と共に、やりがいのある仕事と、居

住と経済的な自立」がノーマライゼーション（社会福祉政策）理念と考え社会参加・生活の場として自家

農園での有機野菜の生産、自家製クッキー提供の喫茶店業務、堆肥作りや薪作りの作業と販売など家庭

からの自立を目指している。通所授産施設・多機能型施設に暮らす80人の皆さんは元気に働き、生き生

きと生活していた。

委員長　　　松本　末治
副委員長　　伊東　　茂
委　員　　　竹下　　勇
　　　　　　角田　一美
　　　　　　松尾　勝利
　　　　　　水頭　喜弘
　　　　　　松尾　征子
　　　　　　中西　裕司
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行政視察報告 平成23年
11月16日～18日

議会運営委員会
視察地　北海道登別市議会　ＩＣＴ活用、議会へのパソコン導入
　　　　北海道福島町議会　議会評価システム

●登別市議会
①議員へのパソコン貸与の経緯

　議会改革を進める中、平成12年「ＩＴ推進に関する特別委員会」が設置される。その後、議会ホームペ

ージ開設、パソコンを各会派へ貸与する。平成14年登別市がペーパーレス化を進め議会資料、例規集が

ＣＤ化され議員全員にパソコン貸与となり議場への持ち込みも許可される。

②ＩＣＴ（情報通信技術）活用と開かれた議会

　以後、開かれた議会を推進し、会議の生中継・インターネット中継が行なわれる。さらにＩＣＴを活用

し、質問のメール通告、本会議及び委員会のインターネット中継、テレビ・モニターを使用した質疑の展

開へと進んでいる。議会と市民との意見交換会「議会フォーラム」を毎年、市内４ヶ所で四日間開催され

ている。本市の更なるＩＣＴ活用と議会改革の研究課題を見出せた。

●福島町議会
【議会白書】

　横綱千代の富士を生んだ相撲の町、青函トンネルの海峡の町福島町。人口５１２０人の静かな町が

全国の地方議会から注目を浴びている。議会基本条例を平成21年制定、議員として責任と自覚、負託に

応えるため「政策の提言・全ての会議、資料の公開・討議する議会」を目指し議会白書を毎年公表してい

る。２００ページにも及ぶ白書には議会と議員の活動内容・住民参画状況が明記され評価が行なわれ

ている。議員へ向けては厳しい意見もあり議会への監視度の高さを実感した。

委員長　　徳村　博紀
副委員長　伊東　　茂
委　員　　松尾　勝利
　　　　　松本　末治
　　　　　福井　　正
　　　　　橋爪　　敏

区　分

弔　慰

見舞い

祝　儀

会　費

接　遇

その他

合　計

金額単位：円

1

4

5

3,000

17,000

20,000

1

3

4

3,000

9,000

12,000

2

12

8

22

6,000

57,000

25,200

88,200

5

8

13

31,000

25,200

56,200

10月 11月 12月 合計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額
公
表
し
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す
、
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